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羅針盤

る
」「（
民
主
党
の
菅
政
権
が
閣
議
決
定

し
た
）
２
０
２
０
年
に
基
礎
的
財
政
収

支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
を
均
衡

さ
せ
る
財
政
政
策
を
継
続
す
る
（
デ
フ
レ

政
策
の
継
承
）」「
労
働
法
を
改
悪
し
て
非

正
規
労
働
者
は
永
久
に
非
正
規
に
抑
え
込

む
」「
消
費
税
を
増
税
し
て
法
人
税
減
税

の
原
資
を
創
る
」
な
ど
、
国
民
を
幸
福
に

す
る
よ
う
な
政
策
は
何
一
つ
見
当
た
ら
な

い
。
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
教
育
格
差
が

広
が
り
、
階
級
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
７
年
９
カ
月
の
実
績
を

見
る
と
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
１
３
年
か

ら
19
年
ま
で
に
４
９
５
兆
円
か
ら
５
５
３

兆
円
と
58
兆
円
増
加
し
て
い
る
が
、
計
算

方
法
を
変
え
て
32
兆
円
分
を
嵩
上
げ
し
て

お
り
、
実
態
は
わ
ず
か
26
兆
円
（
年
平
均

0
・
7
％
）
の
増
加
に
過
ぎ
ず
、
実
質
ゼ

ロ
成
長
で
あ
る
。
数
字
が
増
え
な
い
と
わ

か
る
と
数
字
を
偽
装
す
る
の
が
安
倍
内
閣

の
常
と
う
手
段
で
あ
っ
た
。

　

厚
労
省
が
発
表
し
て
い
る
「
一
世
帯
当

た
り
の
平
均
所
得
」
は
民
主
党
政
権
時
代

の
２
０
１
２
年
で
は
５
１
１
万
円
で
あ
っ

た
が
、
安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
は
急
速

に
減
少
し
、
２
０
２
０
年
に
は
４
７
２
万

円
に
落
ち
込
む
で
あ
ろ
う
（
８
年
間
で
39

万
円
の
減
少
。
年
平
均
で
は
１
％
の
減
少
。

２
０
２
０
年
の
数
字
は
私
の
推
計
値
）。

　

こ
れ
は
円
安
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

増
加
に
加
え
て
消
費
税
増
税
の
結
果
で
あ

る
。
消
費
税
増
税
と
同
時
に
法
人
税
が
引

き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
国
民
か
ら
徴
収
し

た
消
費
税
が
大
手
企
業
の
法
人
税
減
税
の

原
資
と
な
り
、
減
税
分
は
国
内
に
は
投
資

さ
れ
ず
に
、
海
外
へ
流
失
し
て
い
る
。

　
「
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
所
得
」
は
自

民
党
政
権
の
２
０
０
５
年
の
５
８
３
万
円

か
ら
、
09
年
に
は
５
１
０
万
円
ま
で
落
ち

込
ん
だ
が
、
民
主
党
政
権
時
代
の
10
年
と

11
年
に
は
５
１
６
万
円
に
上
昇
し
た
。
主

因
は
円
高
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
安
倍
政
権

下
の
15
年
に
は
５
０
６
万
円
に
低
下
し
、

さ
ら
に
19
年
10
月
の
消
費
税
２
％
引
き
上

げ
後
の
結
果
を
予
測
す
る
と
、
20
年
は
４

８
８
万
円
に
下
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
小
泉
構
造
改
革
の
２
０
０
５

年
か
ら
15
年
間
で
「
一
世
帯
当
た
り
の
所

得
」
は
約
１
０
０
万
円
減
っ
た
。
主
因
は

「
非
正
規
社
員
の
増
加
に
よ
る
賃
金
下
落
」

と
「
円
安
（
ド
ル
高
）
に
よ
る
輸
入
物
価

高
」
で
あ
る
。

　
「
一
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
の
順
位
」
で
み
る
と
、
日

本
は
１
９
９
６
年
に
２
位
で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
７
年
に
は
20
位
に
凋
落
し
た
。
こ

の
間
韓
国
は
２
０
０
５
年
の
25
位
か
ら
17

年
に
は
22
位
に
順
位
を
上
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
「
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
を
見
る

と
、
17
年
の
日
本
は
３
万
９
千
ド
ル
、
韓

国
は
３
万
１
千
ド
ル
で
あ
っ
て
、
韓
国
は

日
本
の
80
％
の
水
準
に
達
し
て
お
り
、
平

均
物
価
水
準
は
韓
国
の
方
が
日
本
よ
り
も

低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、

生
活
実
感
は
韓
国
と
日
本
は
ほ
ぼ
同
じ
で

は
な
か
ろ
う
か
。
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世
界
的
に
著
名
な
投
資
家
で
あ
る
ジ

ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
第
２
次
安
倍
政
権

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
わ
ず
か
１
年
経
過

の
２
０
１
４
年
12
月
の
時
点
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
た
。「
安
倍
首
相
は
『
日
本

を
破
滅
し
た
男
』
と
し
て
、
歴
史
に
名
を

残
す
で
し
ょ
う
」「
安
倍
首
相
が
や
っ
た

こ
と
は
ほ
ぼ
す
べ
て
間
違
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
過
ち
を
犯
し
続
け
る
で
し
ょ

う
」「（
円
安
誘
導
が
）
最
悪
で
す
。
短
期

的
に
は
一
部
の
人
が
恩
恵
を
受
け
ま
す

が
、
自
国
通
貨
（
の
価
値
）
を
破
壊
す
る

こ
と
で
地
位
が
上
が
っ
た
国
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
２
〜
３
年
で
、
円
は
対
ド
ル
で

50
％
も
安
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

日
本
に
と
っ
て
良
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ

ん
」（「
週
刊
東
洋
経
済
」
２
０
１
４
年
12

月
27
号
・
15
年
１
月
３
日
号
）。

　

私
は
こ
の
意
見
を
読
ん
だ
と
き
に
、

「
よ
く
言
っ
て
く
れ
た
、
そ
の
通
り
だ
！
」

と
喝
采
し
た
。
そ
の
後
６
年
経
過
し
た
今

日
、
経
済
指
標
が
こ
の
意
見
の
正
し
さ
を

証
明
し
て
い
る
。
安
倍
内
閣
の
デ
フ
レ
解

消
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
時
宜
を
得
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
実
態
は
過
度
の
金
融
緩
和
に

よ
る
日
銀
マ
ネ
ー
の
放
出
で
あ
り
、
内
外

の
投
機
家
は
そ
の
円
を
借
り
て
日
本
株
を

買
い
、
ド
ル
を
買
っ
て
円
安
に
さ
せ
て
巨

額
の
利
益
を
得
た
。
円
安
に
な
る
と
輸
出

業
者
の
利
益
は
増
え
る
が
、
一
般
国
民
の

側
か
ら
み
る
と
、
生
活
必
需
品
で
あ
る
食

料
や
石
油
へ
の
支
払
い
が
増
え
る
の
で
輸

入
物
価
が
上
が
り
、
国
民
所
得
が
減
り
、

そ
の
分
が
海
外
に
流
れ
る
。
円
安
に
な
れ

ば
輸
出
の
原
料
価
格
も
上
が
る
の
で
、
円

安
に
よ
る
輸
出
業
者
の
利
益
は
短
期
間
で

終
わ
り
、
国
民
の
生
活
費
の
増
加
だ
け
が

残
り
、
国
民
の
実
質
所
得
が
減
少
す
る
。

　

第
２
次
安
倍
政
権
の
経
済
理
念
は
、
小

泉
構
造
改
革
を
拡
張
す
る
新
自
由
主
義
で

あ
っ
て
、「
日
本
を
一
番
儲
け
や
す
い
国

に
す
る
（
巨
大
資
本
と
一
部
の
富
裕
層
に

富
を
集
中
さ
せ
る
）」
こ
と
で
あ
り
、「
緊

縮
財
政
を
継
続
し
て
小
さ
い
政
府
に
す
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